
                       

                                                  

 
 

 

きょうだいグループ活動のめざすもの ～伝え合う力を育む～ 
                               校長  岡本 昌子 

６月１５日（木）、本校の特色ある教育活動である異学年交流『きょうだいグループ活動』

が始まりました。この活動では、自主的・自発的に異年齢集団での活動を工夫することに

よって、子供たちが将来社会で活躍していくために必要な様々な力を育てていきます。 

「今年度のグループは、順調にスタートできたかな。」と気になり各教室を回ってみると、

どの学級も新班長となった６年生が出席を確認して、自己紹介を始めていました。そして、

その後は、班長が班のめあてを伝え、次はいよいよ遊びです。今回は初回ですので、どの

班も『名前覚えゲーム』を楽しみました。床に広げた名札をめくって、同じ班の仲間の名

前を覚えていく班もあり、時間が経つにつれて自然と会話が弾んでいきます。 

このような遊びを通して身に付く力はたくさんありますが、私たち教師は、伝え合う力

を育てていくことを大切にしています。聞いたり話したりすることは社会生活の基本です

が、友達や周りの大人にうまく自分の気持ちを伝えられないために、トラブルが生じてし

まうことが学校ではよくあります。「伝え合う」は広辞苑にもない言葉で、「伝える」「合う」

という言葉の複合語です。常に相手を意識し、よい人間関係を築くことをねらいとしてい

ます。「別に…」「微妙…」「分かんない」という短い言葉でしか、自分の気持ちや考えを表

現できない子供を見るにつけ、学校や家庭でのコミュ 

ニケーションの必要性を強く感じます。子供にとって最 

も楽しい「遊び」の時間を通じて自分の思いを伝える、 

友達の思いを受け止めることができるようになると、 

自然と思いやりの心も育まれていきます。自分の思いを 

自分の言葉で伝え合うことのできる子供に育てていきた 

いという明確なねらいをもって、『きょうだいグループ 

活動』は、年度末まで続きます。 
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感謝、感謝、感謝。 

６月１７日（土）、練馬区並びに練馬区教育委員会や地域の皆様、そして、多くの保護者の皆

様のご臨席のもと、開校５０周年記念行事を無事終えることができました。記念式典では、全校

児童を代表して参列した６年生の姿勢や、呼びかけ・合唱・合奏を、多くのご来賓の皆様方に褒

めていただきました。子供たちの頑張るひたむきな姿をご覧いただけて、私たち教職員も大変う

れしく思いました。これも、この記念行事の遂行にご尽力いただきました５０周年記念行事実行

委員会及び保護者の皆様のおかげです。ありがとうございました。５０周年記念行事を終え、大

泉第四小学校は、新たな一歩を踏み出しました。今後も子供たちの可能性の広がりと、未来の夢

の実現のために、また、地域に愛される学校を目指して、教職員一同、努力を重ねてまいります。 

 

今日は、同じ班の友達の 

名前をみんなで覚えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
６月１２日（月）に「プール開き」を行

い、６月２０日（火）から今年度の水泳指

導を開始しました。梅雨ということもあり、

天候に恵まれない日もありましたが、各学

年少しずつプールでの学習に取り組み始め

ています。 
 

 １年生は、小学校に入学して初めてのプ

ールです。「水となかよくなろう！」という

めあてで、リズム水泳やまねっこ遊びなど

を行い、水中での感覚をつかみながら、楽

しく学習しています。 
 ２，３，４年生は、昨年度学んだことを

生かして、水に親しんだり、新しい泳ぎ方

を覚えたりしています。 
５年生は、夏休み前に「着衣泳」を行い、

万が一、水に落ちたときに、自分の身を守

る方法も学習します。 
 ６年生は、小学校で最後の水泳の学習で

す。９月５日（火）に大六小で行われる「連

合水泳記録会」に向け、一人一人が目標を

もって学習に臨んでいます。 
今年度も、全学年で児童一人一人が自分

の目標をもって学習に取り組み、泳力を伸

ばしていけるように、計画的に水泳指導を

進めてまいります。 
 

 児童全員が楽しく 
安全に水泳の学習に 
取り組めるよう、 
ご家庭でも「早寝・ 
早起き・朝ご飯」など生活のリズムを整え、

体調管理に気を付けていただきますようお

願いいたします。 

 

記念式典 

大四小の子供たちは、今も昔も変わ
らず素直で元気いっぱい！これからも
良き伝統を受け継いでいきます。６年
生の立派な姿勢はそのことを印象付け
ていました。 

たくさんのご協力、ありがとうございました！  子供たち一人一人の願いを風船

にこめ、ＧＯ！の合図で空高く、

一斉に舞い上がっていきました。

風船が飛んでいく様子に子供たち

は大喜びでした。 

風船 

とばし 

５０周年 

スマイル集会 

 全校で作ったスポンジやイチゴ、ろうそくな

どをシェフが組み立てました。大四５０ちゃん

が乗って、ケーキが完成したときには、みんな

から歓声が上がりました。 

計画・代表委員が、大四小の歴史

に関するクイズを出しました。休み

時間にたくさん練習したクイズ、み

んな大盛り上がりでしたね。 

 各学年で歌や踊り

を発表しました。５

年生は、『マイベスト

プレイス』と題して、

大四小の中で好きな

場所を発表しまし

た。 

プール開き 

通知表の評価項目の追加について 
今年度より、【生活の様子】に、「先生や友

だちの話をしっかり聞くことができる。」とい

う項目を追加しました。 
「話を聞く」ということは、全ての学習の

基本であり、友達との学び合いを支える大切

な力です。学校生活の様々な場面で、まずは

話をしっかり聞くことができるよう、今後も

指導を続けます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新学期が始まって３か月が経ちました。新しい学年、学級にもすっかり慣れ、それぞれの発達段階に応

じた生活習慣が整ってきました。 

そんな中、困っていることが…。忘れ物です。「国語の教科書を忘れました。」「宿題をやったんだけど、

家においてきました。」…そのほかにも、下敷きや消しゴム、鉛筆を削り忘れてくる子もいます。忘れ物

をしてしまうと、どのようなことが心配されるのでしょうか。まず、忘れた本人が様々な場面で困ります。

学習が遅れることも考えられます。そして、もう一つ。友達に迷惑をかけてしまうということです。教師

は忘れ物をした場合、そのまま放っておくことはしません。指導をして、できるだけ授業に参加できるよ

うにします。その分、授業の時間を割きます。本人だけではなく、友達、学級全体の学びまで減ってしま

うことにもなります。 

  学校でも指導を続けます。ご家庭のご協力もよろしくお願いいたします。 

７月の行事予定 

３日（月） 全校朝会 社会科見学(４年) 

４日（火） 児童集会(きょうだいグループ集会) 

      いじめ調査(学校独自) 

５日（水） 都学力調査(５年) 

      移動教室前検診(５年) 

６日（木） 武石移動教室 始(５年) 

８日（土） 土曜授業 武石移動教室 終(５年) 

１０日（月） 全校朝会 安全指導日 

１１日（火） 代表委員会 ユニセフ募金 

１２日（水） 音楽集会 ユニセフ募金  

１３日（木） 体育朝会(高学年) 委員会活動 

１４日（金） 体育朝会(低学年) 

       避難訓練(集団下校訓練)５校時 

１７日（月） 海の日 

１８日（火） 放送朝会 着衣泳(５年) 

１９日（水） 児童集会 

２０日（木） １学期終業式 

２１日（金） 夏季休業日 始 

２４日（月） 夏季水泳指導 始 

       学力補充教室 始(～２８日) 

６月１３日（火）、６年生が、練馬文化センターで行われた、ここ

ろの劇場「嵐の中の子どもたち」を鑑賞してきました。劇団四季によ

る本格的なミュージカルを間近に見ることができ、とても貴重な体験

ができました。今年の６年生は、昨年、劇団四季のミュージカル「夢

から醒めた夢」を学芸会で演じているので、プロの演技力や歌唱力を

目の当たりにして、とても感動しているようでした。 
また、今回の鑑賞学習の成果を生かして、５０周年記念式典では、

「喜びの言葉」の台詞や歌など、これまでで一番よい姿でお客様に見

ていただくことができました。本物に触れる機会をいただけた子供た

ちは、とても大きく成長できました。 

④学習道具、宿題、忘れ物はないですか？ 
 


